
事業報告書

匪ドーンセンター
'94Year's Report

財団法人大阪府男女協働社会づくり財団



目　　　　　　　　　次

◎　財団法人大阪府男女協働社会づくり財団の概要

◎　ドーンセンターの概要

◎　事業概要

第1　各種事業の実施

1情報収集･提供事業

2　能力開発育成事業

3　相談カウンセリング事業

4　交流促進事業

5　啓発学習事業

6　健康促進事業

7　広報事業

8　-時保育の実施

第2　ドーンセンターオープニングイベント等の開催

1　開館記念式典

2　オープニングイベント

第3　施設の管理

1会議室･ホール等の利用

2　来館者数

3　視察対応

4　グループ活動の支援等

第4　財団の運営

1理事会の開催

2　ドーンセンター運営推進委員会の設置　一一1

3　職員採用等

◎　平成6年度財団主催講座･イベント及び行事一覧　一一

◎　参考資料
･財団法人大阪府男女協働社会づくり財団設立趣意書

･財団法人大阪府男女協働社会づくり財団寄附行為

･財団法人大阪府男女協働社会づくり財団役員名簿

･ド-ンセンター運営推進委員会設置要綱

･ドーンセンター運営推進委員名簿

･大阪府立女性総合センター条例

･大阪府立女性総合センター条例施行規則

1

3

8

8

12

14

0　2　5　5　5　　　7　7　7　　　0　0　1　2　2　　　3　3　3　3　　　42　2　2　2　2　　　2　2　2　　　3　3　3　3　3　　　3　3　3　3　　　3

8　9　6　7　8　9　03　3　4　4　4　4　5



財団法人大阪府男女協働社会づくり財団の概要

1　設立日的

財団法人大阪府男女協働社会づくり財団は､男女の自立とあらゆる分野への対等な

参加･参画を促進し､行政並びに府民･民間団体等が連携した多様な活動を効果的に

推進するために中心的な役割を果たすとともに､各種事業及びドーンセンターの管理

運営を行うこと等により男女協働社会の実現に寄与することを目的とする｡

2　設立年月日

平成6年4月1日

3　基本財産

1億円

4　財団の事務所

大阪市中央区大手前1丁目3番4 9号

5　組織体制
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6　主要事業

(1)情報収集･提供事業

ライブラリー事業､データバンク事業

(2)能力開発育成事業

自己開発講座､ニューワーク創業支援事業

(3)相談カウンセリング事業

電話､面接､特別相談､サポートグループ

(4)交流促進事業

女性のネットワークづくり事業､文化･表現活動の支援事業､国際交流事業

(5)啓発学習事業

女性問題啓発講座､ウィメンズセミナー

(6)健康促進事業

(7)広報事業

(8)施設の管理運営の受託事業

7　財団のあゆみ(平成6年度)

･6. 4. 1　財団設立(理事長　谷川秀善　事務所:大阪府立婦人会館内)

大阪府から財団への出向者及び財団職員採用者辞令交付
･6, 4.17　大阪府から財団への出向者辞令交付

･6. 5.11　第1回理事会開催

･6. 6.12　財団職員採用第1次試験実施

･6. 6.18　財団設立記念イベント(ウィメンズフォーラム)の開催

･6. 6.20　第2回理事会開催(理事長に吉沢　健氏就任)

･6. 7.10　財団職員採用第2次試験実施

･6. 7.29　ドーンセンター(大阪府立女性総合センター)竣工

･6. 8. 8　大阪府から財団-施設引き継ぎ

･6. 8.29　財団事務所移転(ドーンセンター内)

･6. 9. 1　財団職員採用者辞令交付

･ 6. 10. 14　国連女性開発基金(ユニフェム)国内委員会法人会員加盟

･6.10.27　第1回ドーンセンター運営推進委員会開催

･6.ll. 1　大阪府から財団への出向者辞令交付

･6.ll. 4　ドーンセンター内見会

･6.ll. 7　開館喜己念式典

･6.ll.11　オープニングイベント開催(～ll.13)

･6.ll.26　大阪国際女性フォーラム開催(～11.27)

･6.12. 1　講座等の開始

･7. 1.20　阪神大震災義援金募金箱の設置

･7. 2. 6　阪神大震災こころのサポート電話実施(～3.31)

･ 7. 2. 17　大阪府下女性関係施設連絡協議会開催

･7. 2.27　第2回ドーンセンター運営推進委員会開催

･7. 3.16　女性と人権展(リバティおおさか巡回展)の開催(～3.21)

･7. 3.17　第3回理事会開催



ドーンセンターの概要

1　基本理念と日的

｢男女の自立と対等な参加･参画に基づく男女協働による新しい社会の創造｣を基本

理念とし､その実現のために3つのTlを基本とした女性の総合的な支援施設としての役

割を果たすことを目的としている｡

3つのT ･ Identity(7イデンティティ)　　　　:女性の社会的自立の拠点

･ InformatlOn(インフォトション)　　:情報ネットワークの拠点

･ InternatlOnality(インターナショ刈ティ) :国際交流の拠点

2　沿　革

ドーンセンターは､各界の専門家や女性団体､グループの方々など､幅広い府民の参

画を得て建設計画を進めてきた｡

センターの事業や施設内容についてもドーンセンター推進会議やクリエイティブフォ

ーラムなどを開催し､府民の方々とともに検討を行い方針を決定した｡

昭和61年度･ ｢21世紀をめざす大阪女性プラン｣策定(4月)

(昭和61年度～平成2年度)

･建設予定地(元大手前会館跡地)を決定(9月)

･第l回婦人団体､グループアンケート実施(1月)

昭和62年度･基本構想公表(6月)
･第2回婦人団体､グループアンケート実施(1月)

昭和63年度･婦人総合センター(仮称)推進会議の設置(9月)

(平成3年7月､ドーンセンター推進会議に改称)
･クリエイティブフォーラム開催(12月)

･府政モニターアンケート調査実施

･元大手前会館撤去完了(1月)

平成元年度･基本設計
･文化財発掘調査/第1期

平成2年度･実施設計
･文化財発掘調査/第2期

･クリエイティブフォーラム開催(12月)

･愛称｢ドーンセンター｣に決定(2月)

平成3年度･ ｢女と男のジャンププラン｣策定(9月)

(平成3年度～1 2年度)

･文化財発掘調査/第3期

･クリエイティブフォーラム開催(12月)

･建設工事着工(3月) /工期2 8か月

平成4年度･クリエイティブフォーラム開催(12月)
･シンボルマーク決定(1月)

平成5年度･プレイベント｢女性映像フォーラム｣開催(11月)

平成6年度･ドーンセンター(大阪府立女性総合センター)開館(11月)
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3　建物概要

所　在　地　　大阪市中央区大手前1丁目3番49号

敷地面積　　3, 170m2

構　　　造　　鉄骨鉄筋コンクリート造(一部鉄骨造)

階　　　数　　地上1 0階地下1階

高　　　さ　　52m

建築面積　1, 970m2

延床面積　12, 760m2

立体駐車場　　9 2台

4　管理運営

財団法人大阪府男女協働社会づくり財団

5　利用について

(1)開館時間　　　　　　　午前9時30分～午後9時30分

情報ライブラリー　　平日･土曜　午前9時30分～午後9時Soヵ

日曜･祝日　午前9時30分～午後5時30分

(貸出返却手続･情報相談は終了時問の30分前まで)

相談カウンセリング　電話相談:月～金曜　　午前10時～午後4時

土･日･祝日

面接相談:月･木曜

火･金･土･日･祝

法律相談:第2木曜

第4金曜

からだの相談:第4土曜

午後6時～午後8時

午前10時～午後4時

午前9時45分～午後8時30分

午前9時45分～午後5時30分

午後6時～午後8時

午後2時～午後4時

午後2時～午後4時

ウェルネスのフロア　平日･土曜　午前9時30分～午後9時

(2)休館　日

(3)受付開始日

(4)馬主車場

日曜･祝日　午前9時30分～午後5時

(入場は終了時問の30分前まで)

毎週水曜日､年末年始､祝日の振替日

情報ライブラリーは､毎月最終月曜日及び特別資料整理

期間も休館

ホール･パフォーマンススぺ-ス: 6か月前から

会議室等: 3か月前から

毎月1日に抽選｡それ以後は先着順

立体駐車場　92台

最初の1時間まで400円(超過30分ごとに200円)



事業概要



平成6年度､財団法人大阪府男女協働社会づくり財団は男女協働による真の豊かな社会

を実現するため､各種事業を実施した｡

また､大阪府から管理運営の委託を受けたドーンセンターの開館に向けて､準備作業を

行った｡ドーンセンターは､ 7月末に竣工､ 8月には大阪府から施設の引き継ぎを受け､

11月11日にオープンした｡

平成6年度の財団の活動状況を内容別に分けると､

1　各種事業の実施

2　ドーンセンターオープニングイベント等の開催

3　施設の管理

4　財団の運営

の4項目に分かれるが､その概要は以下のとおり

第1　各種事業の実施

1　情報収集.提供事業

女性に関する情報を幅広く収集･整理･加工し､データベース化するとともに､こ

れらを活用して､多様な情報ニーズに的確に対応した情報提供を行った｡

(1)ライブラリー事業

女性関連の図書･資料･ビデオ等を収集し､閲覧･視聴･貸出サービスを行うほ

か利用者からの情報相談に応じた｡

ア　図書･資料の収集冊数　　　(平成7年3月3 1日現在)

図　書　　　17, 463冊

行政資料　　　　4, 156冊

雑　誌　　　　　　　516タイトル､　　7, 720冊

AV資料　　　　　184本　(ビデオ167本､カセッけック17本)

①　図書の内訳　　　　　　　　　②　行政資料の内訳

分類 倚ｹ�B�

総記 ��ﾃ�コ�

哲学 塔sr�

歴史.女性事情 ��ﾃc�2�

社会科学 澱ﾃ3Sb�

自然科学 都�2�

技術 �%r�

産業 ��CR�

芸術 塔�b�

-葺き五 ��#r�

｢｢しー【1 

文学 釘ﾃ�#��

合計 ��rﾃCc2�

分類 倚ｹ�B�

行動計画.プラン 鼎#"�

施策概要.統計.白書 ��ﾃ�S2�

調査.研究報告書 都SR�

パント.講座等の記録 塔�2�

研修.派遣事業報告書 �3s��

女性関連施設概要 ��cB�

啓発冊子 �332�

その他 �#Cb�

合計 釘ﾃ�Sb�



③　雑誌の内訳

種別 �5�486x8ｹ'b�

女性問題関連雑誌 鉄��

一般雑誌 田��

グループのミニコミ誌 ���R�

女性学関連研究所等の 鉄��
年報.機関誌 

行政の広報誌 ��S��

女性関連施設の広報誌 塔r�

その他 �"�

合計 鉄�b�

イ　利用者登録数(ライブラリーカード)

④　ビデオの内訳

分類 冏ｹ�B�

女性問題.フェミニズム ��R�

性 �#"�

からだとこころ ����

家族.家庭 �2�

子ども.学校 ����

高齢化 釘�

社会一般 ��r�

しごと ��B�

政治.法律.行政 澱�

教育.研究 澱�

文化.芸術.表現 鉄"�

合計 ��cr�

区分 �6�竟)�B�

個人 傚y�ｲ�1,888 男性 �#Sr�

合計 �"ﾃ�CR�

特別貸出等※ �#��

合計 �"ﾃ�s2�

※行政関係･学校関係その他団体への貸出､及び館内閲覧資料の一時貸出

り　貸出件数

分類 ��ﾘ�ﾈ��B�

図書.雑誌 免ﾂﾃ�3r衣ｲ��

行政資料 ��3"衣ｲ��

AV資料 ��ﾃ�途曳ｲ��

合計 ��2ﾃ�cb�



エ　情報相談

ライブラリー職員が､図書･資料･データベース等を活用して､検索指導や来

館･電話による情報相談に応じた｡

(内　訳)

分類 佇��B�

利用案内 塔3��

検索指導 �3���

資料の所蔵.所在調査 鼎b�

特定テ-マの資料案内 都b�

人材.学習情報の提供 田��

グループ.施設情報の提供 �3r�

その他 ��b�

合計 ��ﾃCcR�

(2)データバンク事業

各種女性関係情報を誰もが自由に検索できる情報システム｢情報CAN ･ドーン

ネット｣を開発し､データベースを構築するとともに､これを活用した講座等を開

催した｡

ア　データベースの構築

メニュー名称 刄fータ数 �4�4�5ｨ5亜��B�

トンセンター利用案内 �113 �"ﾃ3S��

ライブラ1)-の本.E'TJオ �(1)のとおり ��ﾃ�3B�

なんでも情報玉手箱 � 釘ﾃC#b�

講座.イベント �3�� 

団体.グループ.情報 �#SR�

人材情報 ��ﾃ����

女性関連施設情報 田#2�

女性行政窓口情報 �#湯�

統計情報 鉄H6x7ﾓ度枴l｢�

法律.制度 �#�6X�ｸ7ﾓc�il｢�

困ったときに ��ﾃ����

ひろがれネットワーク �0-met24,トンプラザ ��ﾃSィ�

ドーンネットの使い方 �7 ��ﾃ�#��

合計 � 免ﾂﾃ3�B�
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イ　館外からの接続回数

0-n e t24経由　　785件

ドーンプラザ経由　　　28 1件

合　　計　　1, 066件

ウ　ドーンネット検索講習会の開催

ドーンネットの利用者拡大を図るため､検索のための基本的操作方法を実習す

る講習会を開催した｡

定員:11人(1回当たり)　　受講者数:合計100人　　受講料:無料

開催日:平成6年12月～平成7年3月　毎週金曜日

回　数:合計15回　　午前(10:00-ll:30) 5回､午後(14:00-15:30) 5回､

夜間(18:30-20:00) 5回

工　自分を生かす情報さがし講座の開催

情報化社会の中で､女性が自分に必要な情報を選び取り積極的に活用していく

ためのノウ-ウを身につけるための講座を開催した｡

定員: 40名　　受講者数: 37人

月曜日　午前10時から午後0時　　受講料: 3,000円

l月日 努籀7ﾒ�講師 

1 ���#2�自分を生かす情報さがし �?)�ﾉvﾘ���6x985ｨ985闔ｩGｹ'�9h5"ﾘ6h486ﾈ自uｲﾒ��

2 ���3��女の本からのメッセージ 冦�ｩk餔ﾂ�7X6(4�4�6�6�485X�ｲ��

3 白�"��新聞を自分流にクリッピング �?)�ﾉvﾘ���6x985ｨ985闔ｩ~�%99h5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5簫��

4 �"�#��トンわトを使って情報検索 �6x985ｨ985��ｸ�饑�8�487X8�8ｨ�ｸ5�5�6(7B�

5 �"�#r�整理上手は仕事上手 �?)�ﾉvﾘ���6x985ｨ986y�ﾙ�y9h5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｲ��

オ　ドーンプラザの運営

会員制のワープロ･パソコン通信を開設し､利用者の情報発進･交流の場を提

供したo
･会員数:173名　(女性132人､　男性　41人)

･トップメニュー

1.サービス案内　　　　　　2.利用者情報

3.電子掲示板　　　　　　　4.電子会議室

5.電子メール　　　　　　　6.ドーンネットDB

O.0-n e t24

ll



2　能力開発育成事業

女性の社会参加･参画を促進するため､女性の能力の開発･育成に必要な講座等の

開催や各種支援事業を行った｡

(1)社会参加をめざす女性のための自己開発講座

社会参加をめざす女性が自己を見つめ､社会との関連で自分に対する理解を深め

るとともに､女性の多様な社会参加の実態にふれ､社会に対し働きかける力を養う

なと社会参加に必要な基礎的能力を向上させるための講座を開催した｡

定員: 3 6人　　受講者数: 3 2人　　時間:午前10時から午後0時

月日 努�7ﾒ�講師 

1 ���#B�竰�女性の自己実現と社会参加 �,8ﾍ����6ぺ985ｨ985闔ｩ)��

2 ���#r粟���社会と家族の中の私～雄のライフサイクルと心の成熟～ ��凉育��6x985ｨ985��ｸ*�*�5ｨ8辻��

3 ���3�以竰�自分を知る.自分を伝えるI～目で見てわかる心の動ト 兌ﾘ鉙-ﾘ,x.ｈ6x985ｨ985��ｸ4ｨ4X985ｨ8��ｲ��

4 ���3��竰�自分を知る.巨躯伝える五～日加堵え方.鵬凱?～ ��ﾈﾚｨﾜb�4ﾘuDﾄXﾊHｸh�+r��

5 �"�2粟���自分を知る.自分を伝えるⅢ～私の欄パ卜淵?～ ��ﾉ69��<r�4ﾔ汎XﾊHｸh�'B��

6 �"��竰�自分の職業適性を考える ��8ﾉ�鞅2��Xﾞ9Wｹ(h匯┼:ﾘ馼遞ｷｨｼh4ｨ4X92�5ｨ8ｸ4�5ｨ985��ｸ皦ﾛｒ�

7 �"���粟���l女性と自己衰卦7サ-ティアネス派の考え方～ �>�:�-ﾘ+�.b�6x985ｨ985��ｸ4ｨ4X985ｨ8��ｲ��

8 �"��B�竰�私と社会～社会の中での私～ ��ﾈｮﾉ68ﾔHﾆ"�6x985ｨ985闔ｩLｩ%99h5(�ｸ6b�4(6ﾈ�ｸ5��ｲ��

9 �"��r粟���私と家族Ⅰ～配長男(家駄温存される家末長紛～ ��ｾ育��=驂y[h嶌���%ｩUｩ�Xｧxｻ8���

1リ �"�#�以竰�私と家族Ⅱ～家蜘行方(掛れた関鮒を求めて)～ ��ﾖ育��=驂y[h嶌������Xｧxｻ8���

ll �"�#B緯r��変動する社会Ⅰ～闘他会に榊る女肘硝～ �>况ﾘ���6x985ｨ985��ｹ:ﾉ%99h5(�ｸ6h4"�6ﾈ�ｸ5��ｲ��

12 �"�#ｈ懌��変動する社会Ⅱ～北京世界女性会議への動き～ ���ﾙ�H���I&ﾘ�u�ｧxｻ8���

13 �2�2粟���私と地域～論者摘鈴音を支える地域づくりとは～ 伜(ﾟ(ﾛh�����ｸ�85h8ｸ6��ｸ4ｨ8ﾈ6(5xｻ9k��益D2��

14 �2�r����地域社会-の関わり方～ボランティ7滴の新しい蘇れ～ ��囲ｸ��雲8徂�87ｸ8�986X4#xｨ��x99uｲﾘ��+y�9�b�

I+ �2���粟���女性の就業I～雑の労鵬と箆鮒自立～ �H�86�48��井y%頷y�d�%�yﾘ駟+r��

け �2��B�竰�女性の就業Ⅱ～雑の仕事づくり～ ��ｩdﾈ���4X488�984ｸ684�5�*�ﾈﾘ�eﾒ��9Uﾉw�8｢��

17 �2��r粟���法制度における女性の地位 俘)�IOﾈ��位h贅��

18 �2�#��竰�家族の中での自己表現 亶ｸ��ｴ��2�6x985ｨ985��ｸ4ｨ4X985ｨ8��ｲ��

19 �2�#B粟���女性が働き続けるために 亳y68葈���<yHI�i[xｾﾘ効蹴��

20 �2�#ｈ懌��巨とめ～社会参加-の第一歩～ F �68�8鳧���6x985ｨ985��ｸ馼ｼi%99h5(�ｸ6h4"�6ﾈ�ｸ5��ｲ��



(2)ニューワーク(女性起業家)創業支援事業

女性の経済活動における社会的不平等の是正と女性の新しい働き方の創造を目的と

して｢起業｣という手段で､社会的に意義の高い仕事を自ら創りだし､日立と自己実

現を図る新しい働き方を行おうとする女性に対して､創業するための各種支援を行っ

た｡

ア　女性のためのニューワーク創業支援講座

会社の作り方や会計等起業に必要な基礎的な知識･技術を効果的に学ぶ講座を開

催した｡

定員: 4 0人　　受講者数: 4 0人　　受講料:30,000円

日時 度爾ﾘ7ﾒ�講師 

1 ���#��7鋳���｣��ﾓ��｣#��オリエンテーション 俚):�ﾔ韆中ﾕd"�5x5H8ｸ馼ｭR��

10:20-ll:00 俾侘���櫁,hｴ霈h彿7�6�4h6(4��

ll:00-12:30 倬hｼhﾇh柯,hﾆ�9�ﾙzｨ,�,(*(,B����片岡晃(市民バンク籍即 

13:30-15:30 ��ﾈ�ﾂ�"��欄晃(市民ルク事務局) 

15:45/-16:50 ��ﾈﾏx,ﾈ+ﾘ-�,ﾈ4��ｸ+ﾘ984�4ｨ8ﾈ985��ｲ�佐藤射(耶旧/ジヤル事嗣) 

2 ���#"�?｢����｣��ﾓ�#｣���ビジネスと自分探しのマーケテイング ��因I~h���ｸ7H8ﾘ�ｸ8��9Uﾈ靖z2��

13:00.-15:00 �6ｨ8X�ｸ8��ｸ4�,ﾈ�)Eﾉ�ｸ,i�(､X-h,ﾈﾔﾈ*ｨ.��欄勝(㈱プレスオールターナティブ代表) 

15:15′-16:50 倬hｼi�y�H,h檍��,ﾈﾞﾈ.雲ｲ�樋康司(WWB/ジfJTン事務局) 

3 ���#ｉ7鋳���｣��ﾓ�#｣���会計1.仕訳について 侈hﾕr育9j�8ｸ4韜ik�ｼr��

13:00-15:00 ��c"��ｨﾇh螽��I�ﾘ��KYI�,ﾉ<x-ﾙ_ｲ�絹晃(市民ルク事務S) 

15:15-16:50 倬�ｾ�+)$(,�,(*(,B�片岡晃(市民ルク諏即他 

4 ���#忠?｢����｣��ﾓ�#｣���女性起業家成功事例(1) -専業主掛ら企酷社を設立- 損益分岐点分析 傲倅�ﾘ���ｨ8ﾈ4ﾒﾙ�9UﾉFｨ�2��

13:00-15:15 剄ｲ藤嗣(WB/ジャパン事粥) 

15:30-16:50 �5(98788X�ｸ5��ｸ/�諄,�+ﾘ檍ﾇb顫IV豫yyﾒ�佐藤朗(脚B/ジfJてン事務局) 

5 �"������｣�����#｣���女性起業家成功事例(2) -大手不動産会社からの独立- 不動産契約の実務と注意 冦衣ﾉ�2�､R�8�487I�9Uﾈ蜑8｢��

13:00-14:30 剿ﾘ原和代(㈱E.ライフ代表取締役) 

14:45-16:50 �4��ｸ7h6ｨ984�4ｨ8ﾈ985��ｹJﾙUﾂ�あだちゆきこ(WWB/ジfJでン代表) 

6 �"��?｢����｣��ﾓ�#｣���ビジネスゲーム〈7ドミニスル-シヨン〉 グループデイスかシヨン 俚):�豐��ｨ�ﾂ�5x8H8ｸ駟[��

13:00-14:00 �7(5x6ﾈ5�5��ｸ8�,ﾉJﾙUﾂ�佐藤嗣(WB/ジり1ン事嗣) 

14:15-15:30 傚y�ｸｴ霈h徂,ﾈﾔﾈ*ｨ.��あだちゆきこ(ⅥWB/ジfJでン代表) 

15:30-16:00 做9{俾��

16:00-18:00 佰�zﾈ5H8ﾘ92�

イ　ニューワーク事業相談

事業計画の作り方を始め､融資申込のための手続など開業までの手順に沿った起

業に関する相談を実施した｡

相談者数: 28人

日程: 2/24(金) ･25(土) ､ 3/3(金) ･4(土) ･17(金) ･18(土)

担当: WWB/ジャパン事務局スタッフ
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3　相談カウンセリング事業

女性の直面している様々な問題について､女性の視点から自立と主体的な生き方を

目指し､相談カウンセリングにより､必要な援助と解決のためのサポートを行った｡

なお､平成6年度の相談事業は､婦人会館からドーンセンターへの移行に伴い､ 10

月までは婦人会館で､ 11月11日以降はドーンセンターで実施した｡

〔婦人会館における相談カウンセリング事業〕

(1)相談事業

ア　電話相談:専用電話を使った､電話相談員による相談

毎週火曜日から土曜日　午前9時30分から午後4時30分

～10代 �#��2�ヨo代 鼎��2�50代 田��8���合計 童ﾈ�jB�

家族 ��22 都��77 問�29 �#モ�22.2 

夫婦 ���36 涛"�81 鼎b�16 �#s"�21.0 

男女 ���22 唐�28 ��2�1 都2�5.6 

悼 ���1 �"�1 �2� 唐�0.6 

生きがい ���14 �3"�234 ��B�8 �3�2�23.3 

健康 ��22 鼎��1日 �#��2 ��#b�9.7 

職業 ��8 �#��24 �*�� 田2�4.9 

教育 ��1 �2�4 ��1 湯�0.7 

近隣関係 ��4 �#"�13 澱�2 鼎r�3.6 

生活経済 ��6 ��2�13 ��b�7 鉄R�4.2 

法律 ��6 湯�5 釘�2 �#b�2.0 

その他 ���3 途�ll 迭�2 �#��2.2 

合計 迭�145 �3#��531 �?��ﾂ�70 ��ﾃ#湯�100.0 

月 滴ﾈ��5月 塗ﾈ��7月 i 嶋ﾈ��9月 ���ﾈ��合計 

件数 �����165 佑�迭���197 ��コ�ﾂ�172 �#�B�1,299 
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イ　面接相談:女性問題専門カウンセラーによる面接でのカウンセリング

火･金曜日･第1 i 3日曜日　　午後0時40分から午後4時30分

i -10代 �#��2�ヨo代 芳��2�50代 田��8���I 合計 窒R��

家族 ��9 �#2�川 ��r�3 田"�29.5 

夫婦 �"�b� ��B�7 ����1 �3"�15.2 

男女 ��� ��� ��� �2�1.4 

性 �� �� �� �� 

生きがい ��5 ����3 釘�1 �3��14.8 

健康 �� �#B�8 釘�13 鼎��23.3 

職業 ��1 ��� �� �"�1.0 

教育 �� ���2 �� �2�1.4 

近隣関係 �� �2� �� �2�1.4 

生活経済 ��1 �� �2� 釘�1.9 

法律 ��2 �� �� �"�1.0 

その他 ��3 唐�5 �2� ����9.1 

合計 ���21 涛2���35 鼎"�18 �#���100.0 

月 滴ﾈ��5月 塗ﾈ��7月 嶋ﾈ��9月 ���ﾈ��匡言十 

件数 �3R�30 �3R�バt, �#��28 �#b�210 

ウ　法律相談:女性弁護士による法律問題に関する面接相談

毎月第3木曜日　午後1時から午後3時

相続 凛8ﾚR�不動産 �i.ｹ�宛2�その他 俘xﾇb�

件数 釘�9 �2�2 �"�20 
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(2)相談員会議

平成6年4月から9月まで､毎月第1木曜日の午前に開催(計6回)し､相談事

業の進め方について調整を行うとともに､毎回1例づっ｢事例検討｣を行い､相談

員の研鏡を図ったo

〔ドーンセンターにおける相談カウンセリング事業〕

(1)相談事業

ア　電話相談:専用電話を使った､電話相談員による相談

月曜日から金曜日　　午前10時から午後4時

午後6時から午後8時

土･日曜日･祝日　　午前10時から午後4時

～10代 �#��2�ヨo代 �9���2�50代 田��2�70代～ 儻9k��合計 窒R��

生き方 �"�16 �#B�ltlT 鳴��2�4 ��2 �"�##��19.8 

こころ ��20 �#B�60 免ﾂ�4 ��15 ��3B�l ll.6 

からだ ��7 釘�15 �"� ��2 �3��2.6 

仕事上の悩み ��ll 湯�21 �2�1 �� 鼎R�3.9 

夫婦関係 ��18 鉄��40 �3��4 ��8 ��S��13.8 

親子関係 ���15 鼎��39 汎稗ｲ�22 �"�9 ��c��14.7 

人間関係 ��22 鉄R�67 ��B�2 ��5 ��cR�14.3 

性増徴害 ��5 釘�1 �"� ��2 ��B�1.2 

暮らし ��13 ��"�31 途�5 �2�118 ��ヲ�16.4 

その他 ��1 ���3 ��� ��13 ����1.7 

合計 �2�い28 �##B�l444 ��3"�42 迭�174 ��ﾃ�S"�100.0 

11月 ��(ﾈ��1月 �(ﾈ��3月 俘xﾇb�

件数 ��ﾒ�198 �%r�283 �#CB�1,152 
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イ　面接相談･女性問題専門カウンセラーによる面接でのカウンセリング

月･木曜日　　　　　　　　午前9時45分から午後8時30分

火･金･土･日曜日･祝日　午前9時45分から午後5時30分

～10代 �#��2�ヨo代 鼎��2�50代 田��2�70代～ 儻9k��合計 窒R��

生き方 ���54 都r�19 ��"�4 ��- ��cr�37.3 

こころ ���26 �#r�7 ���4 �� 田b�14.7 

からだ ��2 ��1 �� �� �2�0.7 

仕事上の悩み ��8 澱�2 澱�I �� �#"�4.9 

夫婦関係 ��6 �3"�川 免ﾂ�3 �� 田"�13.8 

親子関係 ��14 �#B�17 �#r�3 ��1 塔b�19.2 

人間関係 ��ll 湯�15 �"� �� �3r�8.3 

性.性的被害 �� �2� �� �� �2�0.7 

暮らし ��1 ��1 �� �� �"�0.4 

その他 �� �� �� �� �� 

合計 �"�122 ��s��72 鉄��14 ��1 鼎C��100.0 

11月 ��(ﾈ��1月 �(ﾈ��3月 俘xﾇb�

件数 鉄b�113 塔2�94 ���"�448 

ウ　法律相談:女性弁護士による法律問題に関する面接相談

毎月第2木曜日　午後6時から午後8時

第4金曜日　午後2時から午後4時

項目 ���ﾈ��12月 ��ﾈ��2月 �8ﾈ��合計 窒R��

夫婦(離婚等) ��1 �"�3 �2�9 �3r絣�

相続.扶養 ��� ���1 ���4 ��b綯�

借地借家 �� �� ���1 釘�"�

消費者等 �� �� �� ��

相隣関係 �� �� �� ��

刑事事件 �� ��� ��1 釘�"�

その他 ���2 �"�2 �"�9 �3r絣�

合計 �"�3 澱�6 途�24 �������
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エ　からだの相談:女性産婦人科医師による医療的見地からの助言が必要なもの

についての面接相談

毎月第4土曜日　午後2時から午後4時

l上月 ��(ﾈ��1月 �(ﾈ��3月 俘xﾇb�

件数 �"�3 �2�4 �2�15 

オ　期間を限定した特別相談の実施

①　女性のための年金相談とコンピューターによる生活設計診断

日　程:平成7年2月26日(日)～28日(火)　午後1時～午後4時

相談員:女性の社会保険労務士､大阪府貯蓄推進員

相談件数:面接相談14件　電話相談10件　　合計　24件

生活設計診断　10件

②　阪神大震災被災者のためのこころのサポート電話

専用電話を使った､ボランティア相談員による被災者へのサポート電話

期間:平成7年2月6日(月) ～3月31日(金)　午前10時～午後6時

相談件数:2月100件　　3月　51件　合計151件

(2)サポートグループ

子育てや夫婦関係等同じ悩みをもつ女性が集まり､ファシリテ-クーを中心に自

分の悩みを語り合い相互に支援を行うことにより悩みの解決を図った｡

5グループ　　各12回

日程 刄eーマ 都x5h8ｨ6��ｸ5��ｲ�参加者 

1 ��"��2ﾓ2�#��毎敵曜日午前 �*�*�ﾈｸﾞﾘ*�*�Whｯ���宮本娼代(トンセンター加ンセラー) ��2�

2 杷ﾃ"��2ﾓ2�#��毎超火曜日午後 倡�,x.�,h,ﾈ,(*ｸ*兩ｲ�内藤みちよ(トンセンターカウンセラ-) 澱�

3 ��"��bﾓ2��r�毎遇金曜日輔 亊ﾘ･�/�.ﾘ徂極�h*ｸ.��竹之下雅代(トンセンタ-電話般員) �"�

4 ��"��bﾓ2��r�毎題金曜日鋼 ��ﾈｭHｭhﾅx,ﾈ,�*ｨ訷ﾊR�鞘みどり(トンセンタ-榊ンセラ-) ��R�

5 亦�S�"��rﾓ2����絹土酌午前 冰�,ﾈ*�.x+�,ﾙ$�,ﾈ.�,ﾃ��谷田寿美江(ウイメンズセンター畑スタッフ) 迭�

(3)相談員に対する研修

ア　事前研修

ドーンセンターでの事業実施に先立ち､平成6年7月26日から10月14日まで計

7回､ドーンセンターでの相談事業の概要､フェミニストカウンセリング､相談

員倫理等について研修するとともに､主な相談ネットワーク機関(大阪府婦人相

談所･大阪府立こころの健康総合センター他2カ所)の視察を行った｡

イ　相談員会議

平成6年1 2月から平成7年3月まで､毎月第1木曜日の午前に計4回､相談

事業の進め方についての調整や社会資源台帳(相談関連機関情報)の整備等につ

いて検討を行うとともに､毎回1例づっ｢事例検討｣を行い､相談員の研領を図

った｡
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(4)女性(わたし)のためのカウンセリング講座の開催

カウンセリングの手法を用いて､自己発見のために必要な視点及び女性の日常に

生じる諸問題についてその解決の糸口を見つけるための講座を開催した｡

定員: 70人　　受講者数: 7 1人　　時間:午後2時から午後4時

月日 稗ﾘ7ﾒ�講師 

1 ��"�盈ｒ�現代社会の中の女性.男性 薄ﾈ昌G悪2�6x985ｨ985��ｹ�ｨ艙9b�

～国際家族年のめざすもの～ �5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｲ��

2 ��"��R盈ｒ�民法改正案と女性～戸針別姓.Mにみる雑のi岨～ ��ﾈﾞ疫H��位h贅��

3 ��"�#"盈ｒ�体を通してみる女性の自立 �inﾉ��ﾒ�4X488ｸ��985籐�Xﾞ2�

～不姪.掛受精.子宮服症などをめぐって～ �5�5�6(7B��

4 ����"盈ｒ�自分を生きる性～セクシユ7l)ティ-と人間関係～ ��9�ｨ*ﾘ,�+�椅)>ﾉ�Xｧy�Hﾇ鋳�

5 ���#�粟���更年期の体と健康～ホルモン絹の卿～ ��ﾙ8��萎9>ﾉ(iH�ｾﾘ栞怦�9+r��

6 ���#b盈ｒ�雑をとりまく配し穴と法律～家族.子ども.絹者問題～ �'ﾉ�ﾈﾔｸ��云佩ﾈ贅��

7 �"�"盈ｒ�みられる存在と精神病理 俥):���ｭ���Xﾞ9Wｹ(h匣��,h,ﾙ.ｲ�

～雑のうつ.不安をめぐって～ �5ｨ985��ｸ皦ｫ"��茨x�2��

8 �"�盈ｒ�女らしさの病～女性の生き方と心の鍵康～ ��ﾈｮﾉ68ﾔH�2�6x985ｨ985��ｹ�ｩ&ｹ%99b�5"ﾘ6h486ﾈ,2ﾒ��

9 �"��b盈ｒ�カウンセリングとは 兌ﾘ鉙-ﾘ,x.ｈ6ぺ985ｨ985簫�

～"自分"を育てるカウンセルグ～ �4ｨ4X985ｨ8��ｲ��

川 �"�#2盈ｒ�子どもの悲鳴､母の悲鳴 冏ｹ�ﾙy育��6x985ｨ985��ｲ�

～母と子を取り配沌の航にか～ �4ｨ4X985ｨ8��ｲ��

I+ �2�"盈ｒ�女性と自己表現～アサ-+イブ拙さ方の第-約- 亶ｹgｹu(ｴ��2�6x985ｨ985��ｲ�4ｨ4X985ｨ8��ｲ��

12 �2�盈ｒ�女性と自己表現～7サ-fイブな生き方の第-紺～ 俑ｸ-ﾘ+�.b�6x985ｨ985簫�4ｨ4X985ｨ8��ｲ��

13 �2��b盈ｒ�カウンセリングの現場に見る女性の自立 册�ｻ���雨育9zy�Xｧy�ｩD8�2��

14 �2�3�盈ｒ�セクシユ7ル.ハラスメントと芳蝦境～鵬での女性.醜～ �8ｨﾟ(ﾕﾒ駅�7鋳�

ド �2�3�盈ｒ�フリートーク 册�69�ﾂ�6x985ｨ985��ｹ�ｩ&ｹ%99b�5"ﾘ6h486ﾈ8ｨ�ｲ��

※ 3/30 (木)は､午前･午後実施
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4　交流促進事業

(1)女性のネットワークづくり事業

女性団体､グループ等に活動の拠点となる場と機会を提供し､活動経験やノウハ

ウ等の情報の蓄積､提供を行い､交流の活発化を図った｡

ア　ジャンプ活動報告交流会

大阪府ジャンプ活動助成事業の成果を広く府民に還元するため､活動成果の発

表､情報交換､交流の場を提供した｡

とき:3月19日(日)　午後5時から午後7時　参加費:1,000円

内容 伜���4�8ｲﾘ7b�

活動報告会と展示及び交流会 亊i�ﾉ?ｩNIth,ﾈ檠9��(4�8ｸ�ｸ7bイY�ﾂ��
(平成5年度助成対象団体4グループ､ 
6年度助成対象団体8グループ) 

イ　｢女性のためのアフターファイブ交流サロン｣
働く女性が､視野を広げ､仕事や生き方のステップアップを図り､情報交換､
異業種交流等のネットワークをつくる場を提供した｡
定員: 40人　第2火曜日　午後6時30分から午後8時30分　参加費:2,500円

月日 �5�5�6y9��参加者数 

1 �"�#��ゲスト尼子騒兵衛(漫画家) �3Y�ﾂ�
コ-デイネづ-川喜田好恵 

(トンセンタ一般担当コーディネーター) 

2 �2��B�ゲスト安曽田啓子 �3��ﾂ�(プランニング鞘鞘義解組長) 

コ-デイネづ-井上理津子(フリーライター) 

(2)女性の文化､表現活動の支援事業

女性による文化､表現活動を支援するとともに､女性に対する固定的なイメージ

や社会意識の変革をめざし､女性に関する文化､表現活動を支援した｡

ア　女性映像フェスティバルの開催

オープニングイベントに別掲

イ　定期上映会(ドーン･シネマクラブ)の開催

女性監督の作品や女性の視点に立っ映画の上映等を行った｡

入場料1,000円

月日 �>�vR�参加者数 

1 ����B�7鋳����｢クラスメイト｣(タイ) 鉄��ﾂ�

トーク岸野令子(パブリシスト) 

2 �"�ﾂ因｢��｢霧の柱｣(韓国) 鉄9�ﾂ�

3 �86ﾒ�ﾂ�7鋳�｢血祭の朝｣(中国) 塔y�ﾂ�
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ウ　女性のためのビデオ講座(初級編) -自分史をビデオで一

初心者を対象にしたカメラ撮影から編集までの講座を開催した｡

定員: 30人　　受講者数: 3 1名　　受講料:4,000円

木曜日　午後6時30分から午後8時30分

月日 �>�vR�講師 

1 ��"���オリエンテーション �68�8鳧���竏6x985ｨ985��ｸ馼ｼi%99b�ｸ5"ﾘ6h486ﾈ,2ﾒ���｢�

2 ��"��企画.構成.シナリオ 

3 ��"��R�カメラワーク.ライティング 

4 ��"�#"�撮影 

5 ����"�編集 

6 ���#b�
7 �"�"�

8 �"��発表会.批評会 

(3)国際交流事業

女性の国際交流を支援することを通じて､女性の地位向上や女性問題の解決に向

けた取り組みを行った｡

ア　大阪国際女性フォーラム関連イベント

(丑　アジア･シネマサロン

日　程:平成6年11月26日(土)～27日(日)

上映映画: ｢サラーム･ボンベイ!｣ (インド)･ ｢紅い服の少女｣ (中国)

｢暗闇の子供たち｣ (韓Eg)

シネマ･トーク:11月26日(土)　ゲスト　過　放(中国･大学院留学生)

②　パネル展示

期間:平成6年11月25日(金)～27日(日)

内容: ｢日本の女性展｣写真パネル(総理府:)　　28点

｢ユニフェム｣関連ポスター　　　　　　　　4点

イ　Eg連女性開発基金(ユニフェム)への支援

①　国連女性開発基金(ユニフェム)国内委員会の法人会員に加盟した｡

(平成6年10月)

②　チャリティ･パフォーマンス公演

大阪国際女性フォーラム前夜祭におけるチャリティ･パフォーマンス公演を

主催する大阪府男女協働チャリティ実行委員会にメンバーとして参加｡収益金

をユニフェムに寄託した｡

公演日:平成6年11月25日(金)

演　目:ヴァイ二一･ボロウズによる一人芝居｢シスター!シスター!｣
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5　啓発学習事業

男性を含めた府民の関心を喚起し､女性問劉孝決のための啓発活動を行うとともに

自主的な学習活動を支援した｡

なお､平成6年度の啓発学習事業は､婦人会館からドーンセンター-の移行に伴い､

10月までは婦人会館で､ 11月11日以降はドーンセンターで実施した｡

(1)ウィメンズフォーラム(財団設立記念イベント)

府民参加によりドーンセンターの役割について考えるとともに､ドーンセンター

のP Rを図るために､財団法人大阪府男女協働社会づくり財団設立記念イベントと

してパネルディスカッション等を実施した｡

とき:6月18日(土)　定員:200人　　参加者数:212人

日時 度耳耳7ﾒ�講師 

第1部 �7�6ﾈ8ｸ6h485�*�5h8�9:(ｵ�*ﾘ��ｸ,ﾈ呵�&:2�清原桂子(兵庫県立女性センター所長) 

13:30-14:50 第2部 �&ｨ�ｺi:ﾘ��檍,佰ﾈ*�,JH6x985ｨ986x,��三輪昌子(ルオ畑場長) 

望む ; グループ企画発表会 �,9�ｩk韈��/ｹ�X蹣&ｨ�ｺi:ﾘ跖,8*ﾘ.��ﾞ�&9�ｩk�饕��4X488ｸ5�5ｨ985��ｸ��7(6h4儘影ｴ�ｴ�ﾔR�

15:00-17:00 �(6x985ｨ985��ｸ*�.x巉*�*ｨ跖-ﾈ.�2�ミズプランニング.メン別プ耶治 帽コ-デイネづ- 田上時子､馴洋子､帽田好意 

(2)女性問題啓発講座

女性問題に対する正しい理解と認識を深めるための各種講座を開催した｡

ア　国際家族年を考える

国際家族年にちなんだ､家族をキーワードとした女性問題啓発講座を開催した｡

定員:200人　受講者数:延べ258人　　土曜日　午後2時から午後4時

月日 稗ﾘ7ﾒ�講師 

1 途�"�家族つて何だろう 侘8夊飛�┻x6�4X985H�ｲ��68�8鳧��萎�&8馼ｼi%99h5"ﾘ6h486x4��ｲ��

2 途��高齢化社会に向けての家族のあり方 伜(ﾟ(ﾛh�����ｸ5h8ｲ�6x4ｨ8ﾈ6(5y=i�8益D2��?(���影雲ﾉ%99h5"ﾘ6h486ﾂﾘ6�ﾒ��

3 途�#2�現代家族-のサポート �5im�+9Oﾂ������Xｧx����
～社会の単位は家族?個人?～ 傀y68ﾔH�2�xｨﾙ&ｹ%99h5"ﾘ6h486ﾈ自uｲﾒ��

4 亦�r�#��粟���家庭の中の平等とは 冏Hﾆ(���畏(��嶌��檍/�.h*�.倅x,ﾈ檠�9Uﾂ��
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イ　女性のための"エイズ講座"

女性を対象としたエイズに対する正しい理解を進めるための講座を開催した｡

とき:7月16日(土)午後2時から午後4時　定員:50人　受講者数:25人

フ一一マ 俎X蹌�

海外でのエイズ患者と活動体験などについて ��ﾉ68ﾔHﾆ"���uDE2�uHu綾8支48985�6x8�4�5��ｲ��

ウ　ディベートゲーム講座一議論の達人育てます一

｢夫婦別姓｣を討論テーマとしたディベートゲーム講座を開催した｡

定員: 30人　　受講者数: 37人　　木曜日　午後6時から午後8時

月日 努��ｸ7ﾒ�講師 

1 澱�#2�｢ディベート｣事始め 亳ｹ9ﾘ���7H8ｨ�ｸ4�6�4X985H�ｲ��

2 澱�3��｢ディベート｣手習い 

3 途��｢ディベート｣虎の巻 

4 途�#��｢ディベート｣御殿評定 

5 途�#��いざ決戦!"ドーンが原の戦い" 

エ　就職㊨大作戦一女子学生ための就職準備講座

就職準備を行っている女子学生等を対象に､就職活動への心構えや面接のため

の実践講座を開催した｡

定員: 40人　　受講者数: 36人

月日 途ﾒﾘ7ﾒ�講師 

1 ���#忠?｢��･ライフプラン､キャリアプランをたてる 仞�ﾘ�U8ﾘr��ｹ�Xﾞ5付4�ｫ(饕�

13:30-16:30 唸�饑�Zｩ�ﾚH齷Zｨ,ﾉ4ｹ�ｲ�

2 ���3�以竰�･キi,rJ7プランニングのプrJゼンテ-シヨン 

8:30-20:30 �(畑ル小ラヴ7イエ指導員)) 

3 ���3��竰��Ε3�ﾓ#�｣3��･実践(HOWTO) 
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オ　メディア･りタラシー"映像メディアを読み解く"

新聞や雑誌､テレビなど身の回りのさまざまなメディアとつきあうための｢考

え方｣ ｢技術｣を身につける講座を開催した｡

定員:50人　受講者数:34人　土曜日　午後2時から午後4時

月日 稗ﾘ7ﾒ�講師 

1 �"����コマーシャルビデオ 傅ﾉ�ﾉ��&ﾘ���ﾂ��Dｨ43x8ｨ6X8�5h�ｸ,ﾈ橙��

2 �"�#R�ニュース.ワイドショービデオ 

3 �2��アニメビデオ 

力　男を解く　～男性問題を解く"男性の解放への道を探る" ～

男性を対象に､社会や家庭で強要されている｢男らしさ｣について考える講座

を開催した｡

定員:50人　受講者数:35人　金曜日　午後6時30分から午後8時30分

月日 �7H爾ﾘ7ﾒ�講師 

1 �"�2�働きすぎ社会を考える 估i�)�ﾒ椅)>ﾉ�Xｧy�r��?)�ﾉvﾘ����6x985ｨ986y����9h5"ﾘ6h486ﾂﾘ6�ﾒ��

2 �"����男性も支える家庭と社会 傴ﾈﾋH自�欝��Xｧy�r���ﾈｮﾉ68ﾔH�2��6x985ｨ985籐xｨﾆ�9h5"ﾘ6h486ﾈ自uｲﾒ��

3 �"��r�家族のアイデンティティ �>�:�ﾔ��2委izxﾘ(ﾕｨ����68�8鳧����6x985ｨ985闔ｨ駟>�9h5"ﾘ6h486ﾈ,2ﾒ��

4 �"�#B�ビデオ｢男らしさの神話｣を 見て討論 ��YI$)Tb�8ｶ�&ｩy8ｸh橙��

(3)ウィメンズセミナー

国際婦人年から20年の大阪の女性たちのあゆみを振り返る､ 3世代の女性(祖母
･母･娘の各年代)によるシンポジウムを開催した｡

とき:3月11日(月)午後2時から午後4時　定員:100人　参加者数:75人

フ一一一マ 俎X蹌�

国際婦人年から20年 儁�68+X+�.�ﾋ9dﾉ(h�8ｶ8檍ﾙ鋳�

-大阪の女性たちのあゆみを振り返って- �.�,ｸ+�/�+��488�5�6x8ﾈ�ｸ5��ｲ���I68-�*�-ﾒ�6X8ﾈ7)�Xﾞ9��ｴ倆"��5"ﾘ6h486ﾂﾘ6�ﾒ�,9�ｩk韈��6x985ｨ985籀ｭ�+r��
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6　健康促進事業

ウェルネスのフロア(地下1階)に設置した温水プール及びマシンジムの管理運営

を行うとともに､マシンジム利用者講習会を実施した｡

講習会実施回数 �198回 

参 tll 者 傚y�ｲ�1,170人 俘xﾇc�ﾃSC)�ﾂ�

男性 �3s)�ﾂ��｢�

7　広報事業

ドーンセンターの設置日的､施設概要､主催事業などの周知を図り､センターの利

用と事業-の参加を促進するため､各種媒体を用い広報活動を行った｡

(1)情報誌｢DAWN｣の作成

ドーンセンター主催講座･イベントの案内や受講者･参加者の意見､感想､グル
ープ活動紹介､センター施設紹介等を内容とする情報誌を作成し､都道府県をはじ

め府内外の女性関係施設､市町村女性政策関連行政機関､図書館等に配布した｡
･A4版8頁　10, 000部

･平成6年10月(創刊号) ､平成7年3月(第2号)発行

(2)利用案内パンフレットの作成

ホールや会議室などを写真で紹介するパンフレットを作成したo

また､視覚障害者に対する広報のため､点字版を作成し､大阪府内盲人福祉セン

ター､府内図書館､盲学校等に配布した.
･A4版8頁　5, 000部　　(点字版) ･A4版16頁　500郡

･平成6年10月発行　　　　　　　　　　　･平成7年3月発行

(3)広報用ビデオの制作

センターの設立目的や建設の経過､主要設備の概要等を内容としたビデオを制作

し､来館者及び見学者に対し広報を行い周知した｡

8　-時保育の実施

子育て中の女性の社会参加を促進･支援することを目的として､ドーンセンタ-の

主催事業への参加者やライブラリー等の利用者を対象に｢こどものへや｣を設置し､
一時保育事業を実施したo

(1)一時保育開設時間

ア　主催事業開催時

ドーンセンター主催事業参加者を対象として､一時保育を実施した｡

(事業の前後3 0分を含めて3時間程度)

イ　毎週木曜日

主に､ウエルネスのフロアやライブラリー等の利用者を対象として､午前9時

30分から12時30分､午後1時30分から4時30分の各時間帯で実施した｡
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(2)保育協力者

平成7年3月3 1日現在､ 4 2名の保育協力者に依頼している｡

保育協力者については､府婦人会館での協力者や大阪府内の女性関係施設におけ

る保育ボランティア養成講座修了生､保育経験者､保母･幼稚園教諭･看護婦等の

資格所有者及び資格取得見込み者(学生)を中心に募集した｡

(3)保育協力者の定例会及び研修会

｢こどものへや｣の自主的な運営を行うため､保育協力者の参加の下､保育活動

状況や翌月の保育協力体制､ ｢こどものへや｣運営等についての定例会を開催した｡

また､ドーンセンターの設立趣旨や目的､男女協働社会における保育等について

の研修を行い､その成果を保育活動に反映させるよう努めた｡

(4)センター利用者への貸し出し

ドーンセンターの利用者の利便を図るため､ ｢こどもの-や｣が他に利用されて

いないときは､センターの利用者で希望する者に無料で｢こどものへや｣の貸し出

しを行った｡

(5)利用状況

｢こどもの-や｣一時保育利用状況

主催事業開催時 冦益ｩ?｢�貸出 俘xﾇb�

11月 店�����,x.�3洩ﾂ�]ｸ支ｺi|ﾘ�#�冖ﾂ� 佇��"�件 7 

12月 塗���7回 途�20 子ども24名 倡�,x.�#洩ﾂ�

保育協力者15名 兢ｸ支ｺi|ﾘ�#�洩ﾂ�

1月 ��亜��8回 澱�32 子ども64名 倡�,x.�3Ykﾂ�

保育協力者48名 兢ｸ支ｺi|ﾘ�#�洩ﾂ�

2月 �#H���8回 ��"�44 子ども86名 倡�,x.���kﾂ�
保育協力者58名 兢ｸ支ｺi|ﾘ�#3洩ﾂ�

3月 ��H���8回 ��R�37 子ども63名 倡�,x.�cykﾂ�

保育協力者34名 兢ｸ支ｺi|ﾘ�#C�kﾂ�

合計 田x���31回 佇��件 子ども275名 倡�,x.�#��kﾂ�42 ��C��

保育協力者174名 兢ｸ支ｺi|ﾘ�#��Ykﾂ�

26



第2　ドーンセンターオープニングイベント等の開催

1　開館記念式典

ドーンセンターの開館を記念し､ドーンセンター推進会議や大阪府女性問題懇話会

の委員等計画の推進に携わった協力者及び関係者､女性関係施設､各グループ､団体

等5 0 0人を招待し､ 7階ホールにおいて記念式典を挙行した｡

と　き:平成6年11月7日(月)

式　典:開館記念公演　　文楽｢花競四季寿より高歳｣ (人間国宝吉田蓑助氏)

テープカット

式　典

館内視察

レセプション

2　オープニングイベント

女性の自立と参加･参画の拠点となるドーンセンターの開館を広く府民に周知する

るための各種イベントを開催した｡

とき:平成6年11月11日(金)から13日(日) (3日間)

(1)オープニングフォーラム

定員:500人　　参加者数:450人

日時 度耳耳7ﾒ�講師等 

ll/ll(金) 13:30-13:45 �7(6h4�(6��ｸ985ｨ985籀*ｨ,X*ｲ�.�-ﾈ,Z8�8肪�赤松良子(前文部大臣) 

13:45-14:30 亢ﾉD�X�(6��ｸ98,h*ｨ/�,�.｢���Xﾞ8,ﾈ��ｸ+ﾘ+�-j2�

14:30-16:30 �7�6ﾈ8ｸ6h4(5�4ｨ6(5h8x92�遥洋子(タレント) 

｢女性と家族｣ �-�+��69(b磯�;i[hｧxﾞﾈ彙���ｸﾕﾙ�ﾘ����XｧxﾗX蹌��5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｳｩZ冖韈��6x985ｨ985��ｸ仰��

(2)オープニングコンサート

定員: 500人　　参加者数: 350人

日時 仂盈｢�指揮等 

ll/ll(金) 19:00-20:30 �8�8ｲ�5h8X6x8�4X5碓ﾈ+X*ﾘﾖﾘ*ｸ*�4R�指揮:本名徹二 

ヴイ工=77ストヴアイ刑ン協奏曲第2番 �9H4�484�8ｨ93ｨ8�484ｨ92�

ビゼ-｢かけン｣第1組曲 唸4ｨ8�4�8ﾘ�ｸ9H4��

｢かけン｣第2組曲 ���Cｩ�Xﾞ85h987H4�6ｨ4ｨ�ｲ�
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(3)女性映像フェスティバル

定員:各500人　参加者数:延べ1, 200人

日時 �>�vR�ゲスト 

ll/12(土) 10:30-12:00 �h柬(8ｸ684ﾈ984�7H4��ｲ�7H7��上映後､栗原奈名子監督 

コ:女たちの自分探し｣ �,�.h.�6x�ｸ4��

13:00-14:30 �6x�ｸ4�(吠�ﾈ,h.ﾘ+ﾘ+Z2�芹川藍(雛女優.削家) 山崎博子(映画監督) 

15:00-17:20 �h柬(5x8x42�8�6(4粨4�8�7Z2�コ-デイネリー:田上時子(ドーンセント事 業担当コーディネート) 

18:00-19:45 �h柬(4ｨ7��ｸ8�2�

(4)演劇

定員:500人　参加者数:480人

日時 �>�vR�キャスト等 

ll/13(日) �佇�)�H,h/�-｢ﾘ486ﾈ*�,�*�+�."�作.演出:鶴野昭彦 

14:00-15:30 �/�,ﾉ-�2�出演:新屋英子 

※ドーンセンターのオ-プンを �*儂I=霾倡��
記念して作成されたオリジナ 乖�gｹu(ｴ��
ル作品 �$ｨﾔﾈ���

(5)各フロアのイベント

ア　視聴覚スタジオ
･ビデオシアター

大阪府が収集した海外女性監督ビデオ(一部初公開)をはじめ､テーマ別に

各種ビデオの上映を行った｡

イ　サポート･カンセリングルーム

･オープンハウス

こころの健康､からだ､セク-ラ等についてのパネル展示等を行った｡

･フリートークスペース

テーマに興味のある人が集まって自由に話し合えるサポート･グループの

ミニ体験を行った｡

･体験コーナー

｢女性(われ)のためのカウンセリング講座｣のプログラムの一部体験を行った｡

り　情報ライブラリー

･ブックトークサロン

一冊の本を通して筆者と読者が出会うトークサロンを行った｡

【ゲスト】 11月11日(金) :木下明美(ブックアドバイザー)

11月12日(土) .広岡守穂(中央大学教授)

11月13日(日) :新井けいこ(作家)

･ライブラリーツアー

情報ライブラリーを使いこなすための図書館案内を行った｡
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エ　ウェルネスのフロア

･体力測定会

血圧､体重､体脂肪率等を測定し､測定結果を交付した｡

(6)企画参加型イベント

女性のグループや個人(6 6グループ)が自主企画したイベントをホールや

パフォーマンススペース､会議室等において実施した｡

ア　ど～んとこいフェスタ' 94

･展示､バザーイベント

グループ活動の成果展示やバザーなどを行った｡

参加グループ:サ千･パッチワークキルトなど2 3グループ

･講演会､シンポジウムイベント

グループ活動等の成果発表や各種講演会などを行った｡

参加グループ: (社)家庭問題情報センターなど2 3グループ
･パフォーマンスイベント

パフォーマンススペースを利用し､コンサート等各種のパフォーマンス

を行った｡

参加グループ:ラウンド･ザ･ワールド･ウイルなど2 0グループ

イ　ど～んとこいフェスタ' 94ファイナルイベント

ホールを使ってのコンサートやパフォーマンススペースでのグループ

交流会を行った｡
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第3　施設の管理

大阪府から委託を受け､ドーンセンターの管理運営を行うとともに府民の方々に

ホールや会議室の貸し出しを行った｡

1　会議室･ホール等の利用

各種グループが女性の自立並びにあらゆる分野-の参加及び参画を促進する目的を

もって行う学習活動等の催物の開催場所として､ドーンセンターの会議室やホールな

どを貸し出した｡

なお､センターの設置目的に支障のない範囲において､府民の健全で文化的な集会

及び催物等の実施に対しても会議室等を貸し出した｡

(1)利用状況(平成6年11月～平成7年3月)

ア　会議室等の利用率及び利用人員

会議室等(%) 劔ホール等 (%) 俘xﾇb�３��利用人員 (A) 

会議室 刎���調理室等 傅ﾈﾇb�

11月 田��2�64.3 鼎r綯�57.8 鉄r���57.7 ��2ﾃscb�

12月 �3����35.5 ��b絣�ごtl.い �#����26.3 免ﾂﾃ3唐�

1月 鼎R�"�53.0 ��偵��38.9 ��b縒�36.6 ���ﾃCSr�

2月 鉄2綯�50.7 �#b紕�45.7 �3b�"�44.8 �#�ﾃcヲ�

3月 鉄偵R�61.3 �#偵��51.5 鉄r�2�52.1 �#"ﾃ�ビ�

合計 鼎偵"�52.2 �#b紕�43.2 �3b綯�42.5 都づC途�

(ホール等:トル､パフォーマンススペース)

11月　　12月　　1月　　　2月　　　3月

イ　利用目的別比率

種別 冦ｩ4�>�y駅�３��劔mｩ4丶�駅��３��

財団主催講座等 �6��&9�ﾂ�その他 俘xﾇb�

会議室等 ��ゅR�24.7 �#偵��72.3 �#r縒�

ホール等 �#R���1.7 �3r紕�64.2 �3R繧�

合計 ��偵��22.7 �#偵��71.6 �#ゅB�
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ウ　時間帯別利用率(利用時問による)

種別 佻����午後 冢亊B�
(9:30-12:00) 茶�3｣��ﾓ�s｣����(18:00-21:30) 

会議室等 �3偵坦�60.6% �#偵�R�

ホール等 �3b紕R�45.3% �#r綯R�

合計 �3偵bR�59.1% �#ゅ坦�

エ　曜日別利用率(利用時問による)

種別 兌ﾙ?｢�土曜 �?ｩv｢�因ｩ?ｨｭﾈ-竰�

会議室等 �3偵bR�48.6% 鼎偵bR�

ホール等 �3"��R�43.5% 鼎R�"R�

合計 �3ゅ坦�48.1% 鼎偵"R�

2　来館者数

開館以来のセンター来館者は次のとおりである｡
(単位:人)

会議室等 �7ｨ�ｸ8ｹ9��ライブラリー �4X4x8ｸ6ﾈ5��視察 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�合計 ��?ｩ[ﾘｼ��

11月 迭ﾃS�b�8,250 迭ﾃs途�1,626 �3ヲ�2,157 �#2ﾃs3R�(16日) 1,483 

12月 澱ﾃ#c��5,130 澱ﾃ��2�3,497 鼎コ�1,857 �#2ﾃ33��(23日) 1,014 

1月 途ﾃCC��3,009 迭ﾃSs��2,606 �#Cr�S州 ��津sC��(22日) 898 

2月 湯ﾃC���ll,280 澱ﾃc#2�4,044 �3#��1,576 �32ﾃ#S"�(23日) 1,446 

3月 免ﾂﾃS3r�10,650 途ﾃ3S��5,133 鼎s"�1,418 �3bﾃSc��(25日) 1,462 

合計 鼎�ﾃ�s��38,319 �3�ﾃCC"�16,906 ��ﾃ��2�7,868 ��3bﾃc#b�(109日) 1,253 

( )内は開館日数

31



3　視察対応

全国の行政関係､女性団体･グループ及び海外からの視察を受け､センター設立の

趣旨･目的並びに事業概要の説明を行った｡

慕 俎9�ﾘｭhﾅr�丿X顥&9�ﾂ��+ｸ,ﾉ�ﾂ�俘xﾇb�件数 ��ﾉ�B�件数 ��ﾉ�B�件数 ��ﾉ�B�件数 ��ﾉ�B�

11月 �#B�240 �2�48 途�川l �3B�389 

12月 ��R�190 迭�1川 途�185 �#r�485 

1月 ��B�191 ���1日 釘�46 ����247 

2月 �#R�川1 釘�59 �2�78 �3"�320 

3月 �3R�347 途�100 �"�25 鼎B�472 

合計 ���2�1,151 �#��327 �#2�435 ��Sb�1,913 

4　グループ活動の支援等
ドーンセンターを定期的に利用するグループの利用の促進と交流を図るため､次の
とおり施設の提供等を行った｡

(1)グループロッカーの設置
グループが学習等の活動を行うために必要な物品を保管するとともに､グループ
相互の情報交換場所として､センター内にグループロッカールームを設けた｡
･利用団体数　74団体･グループ(平成7年3月3 1日現在)

(2)登録団体制度の実施
男女の自立とあらゆる分野-の参加･参画を促進することを目的としてドーンセ
ンターを定期的に利用するグループを利用者団体として登録し､優先的にセンター
を利用できるよう､一般の利用申込受付に先立って､利用申込を受け付ける制度を
実施した｡
･登録団体数　1 45団体･グループ(平成7年3月3 1日現在)

(3)ワークステーションの運営
ワークステーションに印刷機等の機器類を設置し､団体･グループ等の自主的な
活動のために必要な､チラシ･資料等の印刷やコピー､木工作業等の軽作業を行う
ことができる無料のスペースを提供した｡
･設置機器　　印刷機､コピー機､紙折機､裁断機

製本機､木工電動工具等

(4)情報交換プラザの運営
センター内外で行われる各種行事の情報提供及びグループ活動の交流や情報の交
換が行えるよう､ 1階の情報交換プラザにおいてグループ･団体､行政機関等のチ
ラシやパンフレット等を配布した｡

配 布 敬 儻ｹ*�ｭhﾅr�104 俘xﾇb�Cズ5��

市町村 ���"�

他の女性センター 鼎��

自主グループ �#3��
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第4　財団の運営

1　理事会の開催

第1回

第2回

第3回

平成6年5月11日(水)

内　容:財団諸規程､平成6年度当初予算の件等

平成6年6月20日(月)

内　容:理事の選任の件等

平成7年3月17日(金)

内　容:平成7年度予算､平成6年度補正予算の件等

2　ドーンセンター運営推進委員会の設置

ドーンセンターの機能を十分に活用し､有効かつ円滑な事業運営を図るため､館長

の下にドーンセンター運営推進委員会を設置し､種々の意見､提言をいただいた｡

(1)構成人員

学識経験者､有識者､団体･グループ代表者等　2 0名

(2)ドーンセンター運営推進委員会の開催

第1回　　　平成6年10月27日(木)

内　容:ドーンセンター事業計画の件等

第2回　　　平成7年2月27日(月)

内　容:平成7年度ドーンセンターの運営､事業計画の件等

3　職員採用等

ドーンセンターの管理･運営を担当する財団職員の採用試験を実施した｡

(1)第1次試験(教養､論文)

日　　時　　平成6年6月12日(日)

応募者数　　8 0 4名

受験者数　　6 7 3名

(2)第2次試験(面接)

日　　時　　平成6年7月10日(日)

第1次合格者　　1 3名

最終合格者　　　　　3名

(3)職員研修の実施

出向職員及び新規採用職員､嘱託員に対し､財団の概要､大阪府の女性施策､人

権問題､女性問題等についての研修を実施した｡

実施日時･回数　平成6年9月1日～9月13日(4日間)

内　容　　　　　財団の組織と諸規則､ドーンセンターの施設､財団事業の概要

大阪府の女性施策､人権問題､同和問題､女性関係情報

仕事の進め方､応接の仕方等
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参考資料



月オ団法人:大阪府二§弓女協働社会

づく　り月オ団　設　立　趣　意　書

1 9 7 5年の｢国際婦人年｣及びこれに続く｢国連婦人の1 0年｣を契機として､世

界各国では､女性の地位向上や女性に対するあらゆる差別の撤廃に向けての取り組みが

積極的に進められてきました｡

我が国においても､男女雇用機会均等法の制定をはじめ国内関係法の整備を行い､

｢女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約｣を批准するとともに､新国内

行動計画を策定し､女性関係施策を推進しております｡

大阪府においても第1期､第2期行動計画に続き､平成3年9月には第3期行動計画

｢女と男のジャンプ･プラン｣を策定し､知事を本部長とする大阪府女性政策企画推進

本部のもとに女性問題の解決を図るための施策を積極的に推進しております｡

大阪が地球時代にふさわしく､人間と自然の邦口を保ち､かつ文化の薫り高い国際都

市へ発展していくためには､男女が共に人間として尊重され､性差にとらわれることな

く､豊かな人間関係のなかで､人生のあらゆる段階で支えあうことのできる社会､即ち､

男女の自立並びにあらゆる分野への対等な参加･参画に基づく男女協働社会を実現する

ことが不可欠であります｡

しかしながら､男女の固定的な役割分担意識はまだ根強く､男女の自立及びあらゆる

分野への対等な参加･参画を不十分なものとしていますoまた､近年における高齢化､

情報化､国際化等の急激な進展により､女性問題に係わる新たな課題が生じてきており

ます｡

男女協働による真に豊かな社会を実現するためには､行政の力だけで達成できるもの

ではなく､民間においても女性問題の解決に向けて社会的な気運の醸成を図るとともに､

企業､民間団体さらには府民一人ひとりが知恵と創意を発揮して積極的な活動を展開す

ることが重要です｡

財団法人大阪府男女協働社会づくり財団は､そうした行政並びに府民､民間団体等が

連携した多様な活動を効果的に推進するために中心的な役割を果たすとともに､男女の

自立とあらゆる分野への対等な参加及び参画を促進するため､情報の収集及び提供に関

する事業､能力開発に関する事業､女性の抱える問題に関する相談事業､女性の交流の

促進並びに文化及び表現活動の支援に関する事業､調査研究及び啓発学習に関する事業､

女性の健康に関する事業及びドーンセンター(大阪府立女性総合センター)の管理運営

を行うこと等により､男女協働社会の実現に寄与することを目的として設立するもので

あります｡
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財団法人大阪府二巨弓女協働社会
｢づ　く　り　財団　　寄　　附　　行　　二為

第1章　総則

(名称)

第1条　この法人は､財団法人大阪府男女協働社会づくり財団と称する｡

(事務所)

第2条　この法人は､事務所を大阪市中央区大手前1丁目3番49号に置く｡

(目的)

第3条　この法人は､大阪府の区域内において､男女の自立並びにあらゆる

分野への対等な参加及び参画を促進する事業を行い､もって男女協働社会

の実現に寄与することを目的とする｡

(事業)

第4条　この法人は､前条の目的を達成するため､次に掲げる事業を行う｡

(1)女性に関する情報の収集及び提供に関する事業

(2)女性の能力開発に関する事業

(3)女性の抱える問題に関する相談事業

(4)女性の交流の促進並びに文化及び表現活動の支援に関する事業

(5)男女の自立並びにあらゆる分野-の対等な参加及び参画を促進するた

めの調査研究及び啓発学習に関する事業

(6)女性の健康に関する事業

(7)前各号に掲げる事業及び施設の管理運営の受託に関する事業

(8)前7号に掲げるもののほか､この法人の目的を達成するために必要な

事業

第2章　資産､会計及び事業計画

(資産の構成)

第5条　この法人の資産は､次に掲げるものをもって構成する｡

(1)設立当初の財産日録に記載された財産

(2)寄附金品

(3)資産から生ずる収入

(4)事業に伴う収入

(5)その他の収入
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(資産の種別)

第6条　資産は､基本財産及び運用財産の2種とする｡

2　基本財産は､次に掲げるものをもって構成する｡

(1)設立当初の財産目録中基本財産の部に記載された財産

(2)基本財産とすることを指定して寄附された財産

(3)理事会において運用財産から基本財産に繰り入れることを議決した財

産

3　運用財産は､基本財産以外の財産とする｡

(資産の管理)

第7条　資産は､理事長が管理し､その方法は､理事会の議決を経て､理事

長が別に定める｡

2　基本財産のうち現金は､郵便官署若しくは確実な金融機関に卸ナ入れ､

信託会社に信託し､又は国債､公債その他確実な有価証券に換えて保管し

なければならない｡

(基本財産の処分の制限)

第8条　基本財産は､これを処分し､又は担保に供することができないD

ただし､この法人の事業遂行上やむを得ない理由があるときは､理事会に

おいて､理事数の4分の3以上の同意を得､かつ､大阪府知事の承認を得

て､その一部を処分し､又はその全部若しくは一部を担保に供することが

できる｡

(経費の支弁)

第9条　この法人の経費は､運用財産をもって支弁する｡

(事業計画及び予算)

第10条　この法人の事業計画及び予算は､理事長が作成し､毎会計年度開始

前に理事会の議決を得なければならないoこれを変更する場合も同様とす

る｡

(暫定予算)

第11条　前条の規定にかかわらず､やむを得ない理由により予算が成立しな

いときは､理事長は､予算成立の日まで前年度の予算に準じ収入支出する

ことができる｡

2　前項の収入支出は､新たに成立した予算の収入支出とみなす｡

(事業報告及び決算)

第12条　理事長は､毎会計年度終了後3カ月以内に､事業状況報告書､収支

計算書､正味財産増減計算書､貸借対照表及び財産目録等を作成し､監事
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の監査を経て､理事会の承認を得なければならない｡

(長期借入金)

第13条　この法人が資金の借入れをしようとするときは､会計年度の収支を

もって償還する短期借入金を除き､理事会において理事数の3分の2以上

の同意を得､かつ､大阪府知事の承認を得なければならない｡

(会計年度)

第14条　この法人の会計年度は､毎年4月1日に始まり､翌年3月3 1日に

終わるo

第3章　役員

(種別)

第15条　この法人に､次に掲げる役員を置く｡

(1)理事長　　　　1人

(2)専務理事　　　1人

(3)理事(理事長及び専務理事を含む｡ )

1 0人以上2　0人以内

(4)監事　　　　　　2人

(選任)

第16条　理事及び監事は､理事会において選任し､大阪府知事の承認を得る

ものとする｡

2　理事長は､理事の互選により定める.

3　専務理事は､理事会の同意を得て理事長が指名する｡

4　理事及び監事は､相互に兼ねることができない｡

5　理事のいずれか1名とその親族その他の特別の関係にある者の合計数は､

理事数の3分の1を越えてはならない｡

6　監事は､相互に親族その他の特別の関係にある者であってはならない｡

(職務)

第17条　理事長は､この法人を代表し､業務を統括する｡

2　専務理事は､理事長を補佐し､日常の業務を処理し､理事長に事故があ

るとき又は理事長が欠けたときは､その職務を代行する｡

3　理事は､理事会を構成し､業務を議決し､執行する｡

4　監事は､次の職務を行う｡

(1)法人の財産の状況を監査すること｡

(2)理事の業務執行の状況を監査すること｡

(3)財産の状況又は業務の執行について不正の事実を発見したときは､こ
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れを理事会及び大阪府知事に報告すること｡

(4)前号の報告をするため必要があるときは､理事会を招集すること｡

(任期)

第18条　役員の任期は､ 2年とする｡ただし､再任を妨げない｡

2　補欠又は増員により選任された役員の任期は､前任者又は現任者の残任

期間とする｡

3　役員は､辞任又は任期満了の後においても､後任者が就任するまでは､

その職務を行わなければならないo

(解任)

第19条　役員が次の各号のいずれかに該当するときは､理事会において､理

事数の4分の3以上の議決により､これを解任することができる｡ただし､

理事会において､その役員に対し､議決の前に弁明の機会を与えなければ

ならない｡

(1)心身の故障のため､職務の執行に堪えられないと認められるとき｡

(2)職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったと認

められるとき｡

(報馴等)

第20条　役員は､無給とする｡ただし､常勤の役員は､有給とすることがで

きる｡

2　役員には費用を弁償することができる｡

3　前2項に関し必要な事項は､理事会の議決を経て､理事長が定める｡

第4章　理事会

(構成)

第21条　理事会は､理事をもって構成する｡

(権能)

第22条　理事会は､この寄附行為で別に定めるもののはか､この法人の運営

に関する重要な事項を議決する｡

(種類及び開催)

第23条　理事会は､通常理事会と臨時理事会の2種とする｡

2　通常理事会は､毎年2回開催する｡

3　臨時理事会は､次の各号のいずれかに該当する場合に開催する｡

(1)理事長が必要と認めたとき｡

(2)理事数の3分の1以上の理事から会議の目的を記載した書面によって
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開催の請求があったとき｡

(3)監事が第17条第4項第4号の規定により､招集したとき｡

(招集)

第24条　理事会は､理事長が招集する｡ただし､前条第3項第3号の規定に

よる場合は､監事が招集する｡

2　理事長は､前条第3項第2号の規定による請求があったときは､その日

から1 4日以内に臨時理事会を招集しなければならない｡

3　理事会を招集するときほ､会議の日時､場所､目的及び審議事項を記載

した書面をもって､少なくとも7日前までに通知しなければならない｡

(議長)

第25条　理事会の議長は､理事長が当たる｡

(定足数)

第26条　理事会は､理事数の3分の2以上の出席がなければ開会することが

できない｡

(議決)

第27条　理事会の議事は､この寄附行為で別に定めるもののはか､出席した

理事の過半数をもって決し､可否同数のときは､議長の決するところによ

る｡

(書面表決等)

第28条　やむを得ない理由のため､理事会に出席できない理事は､あらかじ

め通知された事項について､書面をもって表決し､又は他の理事を代理人

として表決を委任することができる｡

2　前項の場合における前2条の規定の適用については､その理事は出席し

たものとみなす｡

(議事環)

第29条　理事会の議事については､次の事項を記載した議事録を作成し､こ

れを保存しなければならない｡

(1)日時及び場所

(2)理事数

(3)出席した理事の数及び氏名(書面表決者及び表決委任者については､

その旨を付記すること｡ )

(4)審議事項及び議決事項

(5)議事の経過の概要及びその結果

(6)議事録著名人の選任に関する事項
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2　議事録には､その会議において出席した理事の中から選任された議事録

著名人2人以上が､議長と共に署名押印しなければならない｡

第5章　委員等

(設置)

第30条　本財団に､第4条に定める事業の円滑な促進を図るため､必要に応

じ､委員を置き､又は委員会を設置することができる｡

2　委員の選任､委員会の設置､運営その他必要な事項は､理事会の同意を

得て､理事長が別に定める｡

第6章　事務局

(設置)

第31条　この法人の事務を処理するため､事務局を置く｡

2　事務局には､事務局長その他の職員を置く｡

3　事務局の職員は､理事長が任免する｡

4　事務局の組織及び運営に関し必要な事項は､理事会の議決を経て､理事

長が別に定める｡

(書類及び帳簿の備付け)

第32条　事務所には､次に掲げる帳簿及び書類を常に備えておかなければな

らないo

(1)寄附行為

(2)理事､監事及び職員の名簿及び履歴書

(3)許可､認可等及び登記に関する書類

(4)寄附行為に定める機関の議事に関する書類

(5)収入､支出に関する帳簿及び証拠書類

(6)資産､負債及び正味財産の状況を示す書類

(7)その他必要な帳簿及び書類

第7章　寄附行為の変更及び解散

(寄附行為の変更)

第33条　この寄附行為は､理事会において理事数の4分の3以上の同意を得､

かつ､大阪府知事の認可を得なければ変更することができない｡

(解散)

第34条　この法人は､民法第68条第1項第2号から第4号までの規定によ

るはか､理事会において､理事数の4分の3以上の同意を得､大阪府知事
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の承認のあったとき解散する｡

(残余財産の処分)

第35条　解散後の残余財産は､理事会の議決を経て､大阪府知事の許可を得､

この法人と類似の目的を有する公益法人又は大阪府に寄附するものとする｡

第8章　雑則

(委任)

第36条　この寄附行為の施行について必要な事項は､寄附行為に定めるはか､

理事会の議決を経て､理事長が別に定める｡

附則

1　この寄附行為は､この法人の設立許可のあった日から施行する｡

2　この法人の設立当初の役員は､第1 6条第1項から第3項の規定にかか

わらず､設立者の定めるところとし､その任期は､第1 8条第1項の規定

にかかわらず､平成8年3月3 1日までとする0

3　この法人の設立初年度の事業計画及び予算は､第1 0条の規定にかかわ

らず､設立者の定めるところによる｡

4　この法人の設立初年度の会計年度は､第1 4条の規定にかかわらず､設

立許可のあった日から平成7年3月3 1日までとする｡

附則

(施行期日)

1　この寄附行為は､平成6年9月1日から施行するD
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財団法人　大阪府男女協働社会｢づく　り月オ団

役_員名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成7年3月31日現荏

役員名 冩��Ykﾂ�

理事長 ��'頽�ﾆi���大阪府副知事 

専務理事 (館長) �,9W9��ﾙk韈��前大阪府生活文化部長 

理事 �9?�69�4W(�(ｧ��大阪女子大学学長 

理事 俘(ｻH�(���大阪府教育委員 

理事 �'ﾉ(hﾆ)Oﾈ���花園大学社会福祉学部教授 

理事 ��ﾉW9��H韈��園田学園女子大学文学部教授 
劇場｢タイ二ィ.アリス｣主宰 

理事 偃�,e).c�?�ﾈ�8b�関西経済同友会常任幹事.事務局長 

理事 �%ｹ69?��儺b�作曲家､フォークソング歌手 

理事 冦曳ｹtﾈ<��武庫川女子大学家政学部教授 

理事 �Y(h7�8h4ﾂ�花園大学文学部助教授 
元オリンピック体操選手 

理事 �:�鯖�(ｹ����大阪府生活文化部長 

理事 冏�>�6�h���㈱にはんれいあうと社長 
ニュービジネスフォーラム理事.同女性常任委員 

女性経営者.有識者交流研究会長 

理事 儻9��9?�[b�労働省大阪婦人少年室長 

理事 ��釖�靈��ﾂ�同志社大学法学部長 

理事 �)ｨｮ)?��ﾘ齎6��ﾜｸ��弁護士 

監事 �6ﾉU8彙ﾘﾗ2�大阪府副出納長 

監事 �6筈��大阪府生活文化部次長 】 
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ドーンセンター運営推進委員会設置要綱

(設置)

第1条　大阪府立女性総合センター(ドーンセンター(以下｢センター｣という｡ ) )

の機能を十分に活用し､有効かつ円滑な事業運営を図るため､センター館長(以下

｢館長｣という｡ )の下にドーンセンター運営推進委員会(以下｢委員会｣という｡ )

を置く｡

(所掌事務)

第2条　委員会は､センターの円滑な事業運営に関して意見及び提言を行う｡

(組織)

第3条　委員会は､館長が学識経験者､団体･グループ､利用者等の中から委嘱した委

員をもって組織する｡

2　委員会に､座長及び副座長をおく｡

3　座長は､委員の互選により選任し､副座長は､座長の指名による｡

4　座長は､委員会を代表し､会務を総括する｡

5　副座長は､座長を補佐し､座長に事故あるときは､その職務を代理する｡

(任期)

第4条　委員の任期は､ 2年とする｡ただし､補欠の委員の任期は､前任者の残任期間

とする｡

(招集)

第5条　委員会は座長か招集し､座長がその議長になる｡

(報酬)

第6条　委員は無報酬とする｡ただし､委員には別に定めるところにより費用を弁償す

ることができる｡

(庶務)

第7条　委員会の庶務は､財団法人大阪府男女協働社会づくり財団事務局において行う｡

(委任)

第8条　この要綱に定めるもののほか､委員会の運営に関して必要な事項は､館長か定

める｡

附則

この要綱は､平成6年1 0月2 7日から施行する｡
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ドーンセンター運営推進委員

氏名 冩��Ykﾂ�備考 

小松滞貴子 兀�ﾌ��ﾈ����Xｧxｻ8��座長 

伊藤公雄 ��Xﾞ9�Xｧy�ﾈｭH怦ｧyYH�ｻ8��副座長 

味沢道明 �8�985�8ｨ7XﾊHｸh橙� 

石原雅子 �7�5�7h8�986ｨ984�� 

伊吹和子 ��Xﾞ9Wｸ��N�)&9�ﾉ��xﾘｺhｶ8橙� 

囲信潤子 �I&ﾘ�;��Xｧxｻ8�� 

砂湖和子 ��i?ｩgｹWy�ﾈ,ﾈ檠�Xﾞ9WｹgｹYB� 

鄭早苗 ��Y$ｩ�Xｧx�ｻ8�� 

橋本敏子 �ｩ�hｨ握(ｺｹ[h嶌ﾊHｸh�� 

畑田美智子 �*(*�+��h･Xｻ8孜�I���� 

林誠子 �?ｩgｹ┼:ﾙ�xﾘy�ﾙ��ﾘx檠�Xﾞ9Wｹ��ﾘx橙� 

樋口和恵 ��Xﾞ9]ｸ支暮:驗�xﾘ橙� 

前川美奈子 亊ﾙ��68��ｸ檍ｶ2� 

松原静子 儻ｹzyWy�ﾈ檍ｭ�4�8ｸ�ｸ7i��xﾘｺhｶ8橙� 

松村英子 亊i�ﾉ:ﾘ*ﾙWy�ﾈ,ﾈ橙� 

山口百合子 �?ｩgｹWy�ﾈ檍ｶ9�Xﾞ9WｹgｹYB� 

山中米子 忠Nｩ�Xﾞ9Wｹ:��馼ｼi�9�仄hｶ8橙� 

弓揮玲子 宙��&2��Xﾞ9Wｸﾉｩ'ｨ贓�8��ｸﾉｩ'ｨ齎効醜橙� 

吉村幸子 ��Xﾞ9Wｹ&闔iWy�ﾉ&9�ﾈｺhｶ8橙� 

和田啓子 宙ﾞ���Xﾞ8怦ｧxｵｨ��5ｨ985簫� 

計　20名　(5　0音順)
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大阪府立女･r生総合セン二戸-条イタrJ

(設置)

第1条　女性の自立並びにあらゆる分野-の参加及び参画を促進し､もって男女協働社

会の実現に資するため､大阪府立女性総合センター(以下｢センター｣というo )杏

大阪市中央区大手前1丁目に設置する｡

(事業)

第2条　センターは､次の事業を行う.

1　女性の抱える問題に関する相談を行うこと｡

2　女性に関する情報の収集及び提供を行うこと｡

3　女性の自立並びにあらゆる分野への参加及び参画を促進するための講習会､講演

会､催物等を開催すること｡

4　センターの施設を前号に規定する講習会､講演会､催物等の開催の用に供するこ

と｡

5　前各号に掲げるもののはか､前条の目的を達成するため必要なこと｡

2　センターは､前項各号に掲げる事業を行うほか､前条の目的の達成に支障のない限

り､その施設を府民の健全で文化的な集会､催物等の利用に供することができる｡

(使用料)

第3条　センターを利用しようとするものは､次の各号に掲げる場合の区分に応じ､当

該各号に定める額の使用料を納付しなければならない｡ただし､マシンジム､フィッ

トネススタジオ､プール及び駐車場を利用しようとする場合の使用料の額は､別表第

2に掲げる金額とする｡

1利用者が第1条の目的のために利用する場合　別表第1に掲げる金戟

2　前号に掲げる場合以外の場合　別表第1に掲げる金額に2を乗じて得た額

(還付)

第4条　既納の使用料は､還付しない｡ただし､知事は､特別の理由があると認めると

きは､その全部又は一部を還付することができる｡

(減免)

第5条　知事は､特別の理由があると認めるときは､使用料を減額し､又は免除するこ

とができる｡

(管理の委託)

第6条　知事は､センターの管理に関する事務のうち､センターの利用､事業の運営及

び施設の維持に関する事務を財団法人大阪府男女協働社会づくり財団に委託すること

ができる｡

(規則への委任)

第7条　この条例に定めるもののほか､センターに関し必要な事項は､規則で定める｡

附　則

(施行期日)

1　この条例の施行期日は､規則で定める｡

(大阪府立婦人会館条例の廃止)

2　大阪村立婦人会館条例(昭和3 8年大阪府条例第6号)は､廃止する｡
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二大阪府立女一陛糸容合センタ一条仔rJ方転行規員lJ

(趣旨)

第1条　この規則は､大阪府立女性総合センター条例(平成6年大阪府条例第1号｡以

下｢条例｣という｡ )第7条の規定に基づき､大阪府立女性総合センター(以下｢セ

ンター｣という｡ )の管理に関し必要な事項を定めるものとする｡

(開館時間)

第2条　センターの開館時問は､午前9時30分から午後9時30分までとするoただ

し､知事は､特別の理由があると認めるときは､開館時問を臨時に変更することがあ

る｡

(休館日)

第3条　センターの休館日は､次に掲げる日とする｡ただし､知事は､特別の理由があ

ると認めるときは､休館日を変更し､又は臨時に休館することがある｡

1水曜日(その日が国民の祝日に関する法律(昭和2 3年法律第1 7 8号｡以下

｢法｣という｡ )に規定する休日(第3号に掲げる日に当たる場合を除く｡以下同

じ｡ )に当たるときは､その日後直近の開館日)

2　法に規定する休日の翌日(その日が法に規定する休日､前号に掲げる休館日又は

土曜日若しくは日曜日に当たるときは､その日後直近の開館日)

3　12月29日から翌年の1月3日までの日

(利用の制限)

第4条　センターを引き続き5日を超えて利用し､又は同じ月のうち5日を超えて利用

することはできない.ただし､マシンジム､フィットネススタジオ､プール若しくは

駐車場を利用しようとするとき又は知事が特別の理由があると認めるときは､この限

りでない｡

(利用の申込み)

第5条　センターを利用しようとするものは､利用申込書(別記様式)を知事に提出し､

その承認を受けなければならない｡

2　前項の規定にかかわらず､マシンジム､フィットネススタジオ､プール又は駐車場

を利用しようとするものは､知事が別に定める利用券の交付による承認を受けなけれ

ばならない｡

(使用料の納付時期)

第6条　前条の規定により利用の承認を受けたもの(以下｢利用者｣という｡ )は､当

該承認の際に､条例第3条に規定する使用料を納付しなければならない｡ただし､知

事が特別の事情があると認めるときは､この限りでない｡

(使用料の還付)

第7条　知事は､利用者が次の各号のいずれかに該当する場合には､条例第4条ただし

書の規定に基づき､既納の使用料のうち､それぞれの当該各号に定める額を還付する0

1天災その他やむを得ない理由によりセンターを利用できない場合で知事が適当と

認めるとき　使用料に相当する朝
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2　ホール又はパフォーマンススペースの利用に係る利用者が利用の日の3月前まで

に利用の申込みを取り消したとき　使用料の5割に相当する額

3　ホール又はパフォーマンススペース以外の利用に係る利用者が利用の日の1月前

までに利用の申込みを取り消したとき　使用料の5割に相当する額

(転貸等の禁止)

第8条　利用者は､利用の承認に基づく権利を譲渡し､又は他人に利用させてはならな

い｡

(利用承認の取消し等)

第9条　知事は､利用者が次の各号のいずれかに該当する場合は､センターの利用承認

を取り消し､又はその利用を制限し､若しくは停止させることがある｡

1　センターの利用の申込みに偽りがあったとき｡

2　他の利用者に危害若しくは迷惑を及ぼし､又はそのおそれがあるとき｡

3　建物及び設備を損傷し､若しくは汚損し､又はそのおそれがあるとき｡

4　条例又はこの規則の各条項に違反したとき｡

5　前各号に掲げるもののほか､センターの管理上支障があると認められるとき｡

(入館の制限等)

第1 0条　知事は､次の各号のいずれかに該当する者に対しては､入館を禁止し､又は

退館を命ずることがある｡

1前条第2号及び第3号に規定する行為をした者又はするおそれのある者

2　承認なくして､寄附金の募集､物品の販売､商品､行事等の宣伝その他これらに

類する行為をした者

3　前各号に掲げる者のほか､センターの管理上支障があると認められる者

(損傷等の届出)

第1 1条　利用者は､建物及び設備を損傷し､又は汚損したときは､直ちにその旨を係

員に届け出て､その指示を受けなければならない｡

(細則)

第1 2条　この規則の施行について必要な事項は､知事が定める｡

附　則

(施行期日)

1　この規則は､平成6年1 1月1 1日から施行する｡ただし､附則第2項の規定の施

行期日は､平成六年1 1月1日とする｡

(大阪府立婦人会館条例施行規則の廃止)

2　大阪府立婦人会館条例施行規則(昭和5 7年大阪府規則第2 0号)は､廃止する｡
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